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衆
議
院
議
員
早
稲
田
ゆ
き
君
提
出
留
学
生
の
妊
娠
・
出
産
を
契
機
と
す
る
退
学
等
の
実
態
把
握
に
関
す
る
第
三
回
質
問
に
対

し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
早
稲
田
ゆ
き
君
提
出
留
学
生
の
妊
娠
・
出
産
を
契
機
と
す
る
退
学
等
の
実
態
把
握
に
関
す
る
第
三
回
質
問

に
対
す
る
答
弁
書 

一
の
１
に
つ
い
て 

 
 

「
日
本
語
教
育
機
関
の
告
示
基
準
解
釈
指
針
」
（
平
成
二
十
八
年
八
月
五
日
付
け
法
務
省
管
在
第
四
千
七
百
七
号
法
務
省

入
国
管
理
局
入
国
在
留
課
長
通
知
別
添
）
に
お
い
て
は
、
「
日
本
語
教
育
機
関
の
告
示
基
準
」
（
平
成
二
十
八
年
七
月
二
十

二
日
法
務
省
入
国
管
理
局
策
定
、
令
和
七
年
六
月
一
日
出
入
国
在
留
管
理
庁
最
終
改
定
。
以
下
「
告
示
基
準
」
と
い
う
。
）

第
一
条
第
一
項
第
二
号
ホ
の
解
釈
の
指
針
を
示
す
に
当
た
り
、
「
妊
娠
・
出
産
等
を
直
接
の
理
由
と
し
た
退
学
強
制
（
マ
タ

ニ
テ
ィ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
）
」
を
「
人
権
侵
害
行
為
」
の
例
と
し
て
記
載
し
て
い
る
。 

一
の
２
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
当
該
文
書
の
記
載
内
容
、
現
在
の
掲
載
状
況
」
に
つ
い
て
は
、
出
入
国
在
留
管
理
庁
に
お
い
て
、
令
和
八
年

七
月
一
日
時
点
に
お
け
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
「
掲
載
状
況
」
及
び
そ
の
「
記
載
内
容
」
を
確
認
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、

「
当
該
記
載
の
趣
旨
及
び
実
際
の
運
用
状
況
」
に
つ
い
て
、
「
当
該
文
書
」
を
作
成
し
た
機
関
に
対
し
て
確
認
す
る
か
否
か

に
つ
い
て
は
、
個
別
の
事
案
に
関
す
る
こ
と
で
あ
り
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。 



 

２ 

 

一
の
３
及
び
４
に
つ
い
て 

 
 

告
示
日
本
語
教
育
機
関
（
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法

務
省
令
第
十
六
号
）
本
則
の
表
の
法
別
表
第
一
の
四
の
表
の
留
学
の
項
の
下
欄
に
掲
げ
る
活
動
の
項
の
下
欄
第
五
号
イ
に
規

定
す
る
告
示
日
本
語
教
育
機
関
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
認
定
日
本
語
教
育
機
関
（
日
本
語
教
育
の
適
正
か
つ
確
実
な

実
施
を
図
る
た
め
の
日
本
語
教
育
機
関
の
認
定
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
四
十
一
号
。
以
下
「
日
本
語
教
育
機

関
認
定
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
日
本
語
教
育
機
関
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
（
以
下
こ
れ
ら
を

合
わ
せ
て
「
日
本
語
教
育
機
関
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
告
示
基
準
又
は
認
定
日
本
語
教
育
機
関
認
定
基
準
（
令
和
五
年

文
部
科
学
省
令
第
四
十
号
）
へ
の
不
適
合
が
疑
わ
れ
る
事
案
を
把
握
し
た
場
合
に
は
、
出
入
国
在
留
管
理
庁
又
は
文
部
科
学

省
に
お
い
て
、
当
該
不
適
合
の
有
無
を
判
断
す
る
た
め
に
必
要
な
限
度
で
確
認
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
御
指
摘

の
「
記
載
が
あ
る
こ
と
を
・
・
・
把
握
し
た
場
合
」
に
、
お
尋
ね
の
「
事
項
を
確
認
す
る
必
要
」
が
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て

は
、
そ
の
「
確
認
」
が
同
庁
又
は
同
省
の
所
掌
及
び
権
限
の
範
囲
内
で
あ
る
か
否
か
を
含
め
、
個
別
具
体
の
事
案
に
即
し
て

判
断
す
べ
き
も
の
で
あ
る
た
め
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

一
の
５
に
つ
い
て 



 

３ 

 

 
 

妊
娠
し
た
外
国
人
留
学
生
等
に
対
し
日
本
語
教
育
機
関
が
「
既
納
の
学
納
金
を
返
還
し
た
か
否
か
」
と
い
う
事
実
に
対
す

る
評
価
に
つ
い
て
は
、
個
別
具
体
の
事
案
に
即
し
て
判
断
す
べ
き
も
の
で
あ
る
た
め
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
一
概
に
お
答
え
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

一
の
６
に
つ
い
て 

 
 

一
の
３
及
び
４
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
告
示
基
準
又
は
認
定
日
本
語
教
育
機
関
認
定
基
準
へ
の
不
適
合
が
疑

わ
れ
る
事
案
を
把
握
し
た
場
合
に
は
、
出
入
国
在
留
管
理
庁
又
は
文
部
科
学
省
に
お
い
て
、
当
該
不
適
合
の
有
無
を
判
断
す

る
た
め
に
必
要
な
限
度
で
確
認
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
改
善
を
求
め
る
な
ど
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
お
尋
ね
の

場
合
が
、
同
庁
又
は
同
省
に
よ
る
「
確
認
、
助
言
、
指
導
又
は
改
善
の
求
め
」
の
対
象
と
な
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
個
別

具
体
の
事
案
に
即
し
て
判
断
す
べ
き
も
の
で
あ
る
た
め
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

二
の
１
及
び
２
に
つ
い
て 

 
 

出
入
国
在
留
管
理
庁
又
は
文
部
科
学
省
に
お
い
て
、
日
本
語
教
育
機
関
の
募
集
要
項
等
に
お
け
る
特
定
の
記
載
を
把
握
し

た
場
合
に
、
当
該
記
載
に
つ
い
て
当
該
日
本
語
教
育
機
関
に
確
認
す
る
か
否
か
を
含
む
具
体
的
な
対
応
の
在
り
方
に
つ
い
て

は
、
個
別
具
体
の
事
案
に
即
し
て
判
断
す
べ
き
も
の
で
あ
る
た
め
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で



 

４ 

 

あ
る
。 

二
の
３
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
場
合
が
「
人
権
侵
害
行
為
又
は
不
適
切
な
取
扱
い
」
に
該
当
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
個
別
具
体
の
事
案
に

即
し
て
判
断
す
べ
き
も
の
で
あ
る
た
め
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

三
の
１
及
び
３
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
場
合
に
お
い
て
、
出
入
国
在
留
管
理
庁
が
、
「
当
該
機
関
へ
の
確
認
、
助
言
、
指
導
又
は
改
善
の
求
め
を
行

う
」
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
そ
の
「
手
順
」
も
含
め
、
個
別
具
体
の
事
案
に
即
し
て
判
断
す
べ
き
も
の
で
あ
る
た
め
、
一
概

に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
同
庁
は
、
法
務
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
三
号
）
第
二
十
八
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
出
入
国
及
び
外
国
人
の
在
留
の
公
正
な
管
理
を
図
る
こ
と
を
任
務
と
し
て
お
り
、
「
入
国
・
在
留
審

査
要
領
」
（
平
成
十
五
年
九
月
十
日
付
け
法
務
省
管
在
第
五
千
三
百
二
十
九
号
法
務
省
入
国
管
理
局
長
通
知
）
に
基
づ
き
、

告
示
日
本
語
教
育
機
関
の
運
営
体
制
が
告
示
基
準
に
適
合
し
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
告
示
日
本
語
教
育
機
関

か
ら
事
情
を
聴
取
す
る
な
ど
し
て
改
善
を
指
導
し
、
「
改
善
報
告
書
」
を
提
出
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら

の
事
務
は
、
同
庁
在
留
管
理
支
援
部
が
所
掌
し
て
い
る
。
ま
た
、
当
該
指
導
を
行
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
告
示
日
本



 

５ 

 

語
教
育
機
関
の
運
営
体
制
が
な
お
告
示
基
準
に
適
合
し
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
個
別
具
体
の
事
案
ご
と
に
、
告
示

基
準
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
当
該
告
示
日
本
語
教
育
機
関
を
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第

二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
の
留
学
の
在
留
資
格
に
係
る
基
準
の
規
定
に
基
づ
き
日
本
語
教
育
機
関
等
を
定
め
る
件
（
平
成

二
年
法
務
省
告
示
第
百
四
十
五
号
）
別
表
第
一
か
ら
抹
消
す
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
す
る
場
合
も
あ
り
得
る
。 

三
の
２
及
び
４
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
場
合
に
お
い
て
、
文
部
科
学
省
が
、
「
当
該
機
関
へ
の
確
認
、
助
言
、
指
導
又
は
改
善
の
求
め
を
行
う
」
か
否

か
に
つ
い
て
は
、
そ
の
「
手
順
」
も
含
め
、
個
別
具
体
の
事
案
に
即
し
て
判
断
す
べ
き
も
の
で
あ
る
た
め
、
一
概
に
お
答
え

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
文
部
科
学
大
臣
は
、
日
本
語
教
育
機
関
認
定
法
第
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
認
定
日
本
語

教
育
機
関
に
お
け
る
日
本
語
教
育
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
認
定
日
本
語
教

育
機
関
の
設
置
者
に
対
し
、
日
本
語
教
育
の
実
施
状
況
に
関
し
必
要
な
報
告
又
は
資
料
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と

さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
日
本
語
教
育
機
関
認
定
法
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
認
定
日
本
語
教
育
機
関
が
日
本
語
教
育
機
関

認
定
法
第
二
条
第
三
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
適
合
し
な
く
な
っ
た
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
認
定
日
本
語
教
育
機
関
の
設
置

者
に
対
し
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
適
合
す
る
た
め
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
の
勧
告
等
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て



 

６ 

 

い
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
の
事
務
は
、
同
省
総
合
教
育
政
策
局
が
所
掌
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
大
臣
は
、
日
本
語
教
育
機
関
認

定
法
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
受
け
た
認
定
日
本
語
教
育
機
関
の
設
置
者

が
、
正
当
な
理
由
が
な
く
て
そ
の
勧
告
に
係
る
措
置
を
と
ら
な
か
っ
た
と
き
は
、
期
限
を
定
め
て
、
そ
の
勧
告
に
係
る
措
置

を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
お
り
、
当
該
設
置
者
が
そ
の
命
令
に
違
反
し
た
と
き
は
、
同
大
臣

は
、
日
本
語
教
育
機
関
認
定
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
当
該
日
本
語
教
育
機
関
の
認
定
を
取
り
消
す
も
の
と

さ
れ
て
い
る
。 

四
に
つ
い
て 

 
 

出
入
国
在
留
管
理
庁
及
び
文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
外
国
人
留
学
生
が
妊
娠
し
、
又
は
出
産
し
た
事
実
の
み
を
も
っ
て
、

本
人
の
意
に
反
し
て
退
学
、
休
学
、
転
校
、
転
学
又
は
帰
国
を
求
め
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
と
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ

い
て
、
日
本
語
教
育
機
関
に
適
切
に
周
知
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
日
本
語
教
育
機
関
に
対
し
て
、
先
の

答
弁
書
（
令
和
八
年
六
月
十
六
日
内
閣
衆
質
二
二
一
第
一
六
号
）
二
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
の
周
知
を
既
に
行
っ

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
外
国
人
留
学
生
等
が
妊
娠
し
、
又
は
出
産
し
た
場
合
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
日
本
語
教
育
機
関
が
作

成
す
る
募
集
要
項
等
に
お
け
る
記
載
の
在
り
方
に
関
す
る
周
知
を
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。 



 

７ 

 

五
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
当
該
文
書
の
記
載
内
容
及
び
現
在
の
掲
載
状
況
」
に
つ
い
て
は
、
一
の
２
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お

り
、
出
入
国
在
留
管
理
庁
に
お
い
て
、
令
和
八
年
七
月
一
日
時
点
に
お
け
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
「
掲
載
状
況
」
及
び
そ
の

「
記
載
内
容
」
を
確
認
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
「
当
該
記
載
の
趣
旨
、
現
在
の
運
用
状
況
、
当
該
記
載
に
基
づ
く
退
学
、

休
学
、
帰
国
又
は
納
入
金
不
返
還
の
事
例
の
有
無
」
に
つ
い
て
「
当
該
文
書
」
を
作
成
し
た
日
本
語
教
育
機
関
に
対
し
て
確

認
す
る
か
否
か
及
び
そ
の
確
認
を
行
っ
た
場
合
に
日
本
語
教
育
機
関
に
対
し
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
個
別

の
事
案
に
関
す
る
こ
と
で
あ
り
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。 


